
質　疑　回　答　書 業務名：京都府公立大学法人会計監査業務

項目内容 質疑事項 回　　答

前学長の反社会勢力との関係及び診断書の
虚偽記載に係る疑いについて

本件につきましては、貴法人及び京都府において、第三者を中心とした調査
委員会を設け、調査を進められていると認識していますが、調査委員会による
調査状況について最新時点の状況を説明いただけますでしょうか。

○京都府公立大学法人におきまして、平成29年6月26日に第３回調査委
員会を開催されました。
　・診断書の妥当性等について検討
　・再発防止に向けた取組について協議
　　　反社会的勢力に係るコンプライアンス推進の取組を進めるよう意見
　　　　　（法人の基本方針の明確化、教職員の倫理の徹底、不当要求
　　　　　　への対応等の体制整備等）
　・医学面・倫理面で更に調査・検証していく

○京都府が設置しています外部調査委員会におきましては、平成29年３
月30日に開催され、カルテ等客観的データに基づく病態の調査を行い、
引き続き関係文書等の確認や関係者からの聴取等の作業を進めることと
しています。

特に、7月4日に行われた竹中学長の記者会見に関する報道によれば、貴法
人の調査委員会において「診断書は妥当」との報告がなされたようですが、当
該報告内容につき教示いただけますでしょうか。

○診断書の妥当性等については、調査委員会において全体の検証作業
を継続していることから、現時点では教示できません。

また、当該記者会見において、職員や学⽣が暴⼒団と交際しないよう定める
⾏動規範を９⽉までに策定すると学長が仰られたとのことですが、どのような
内容のことを当該行動規範としてお考えか、教示いただけますでしょうか。

○反社会的勢力への対応を盛り込んだ内容について、法令（医師法）に
基づく場合を除き、関係は一切断つという趣旨も含む行動規範を京都府
立医科大学として策定を検討しています。


